
２０１７－１ ミニ解説 

１ 

問 1 (1) 電磁石の右端が N極となっている。 (2) 電磁石の右端が S極となっている。 

問 2 (1) 電磁石の右端が N極となったので、端子の右側が＋極、左側が－極である。 

(2) (1)と比べて電磁石のはたらきが強くなったので、エナメル線の巻き数が増えたとわかる。 

問 3 (1) 針が右に振れるのは、ばねがのびたときである。ばねがのびるのは、磁石が電磁石

に引きつけられたときである。図のつなぎ方では電磁石の右側が S極となっているので、磁

石が電磁石に引きつけられるのは、磁石の右側が N 極のときである。 

(2) 電流計の針が振り切れたので、端子を変えて針の振れを小さくしなければならない。同

じ電流で針の振れを小さくするには、電流計の中の電磁石のはたらきを弱くする、つまりエ

ナメル線の巻き数を少なくすればよい。そこで－極側の端子を G から H に変えればよい。

このとき、図 8から、もともと流れている電流は 20mAであり、電池を 4個に増やして直列

につないだことから、流れる電流は 20mA×4＝80mA になったとわかる。さらにこのとき、

エナメル線の巻き数は 1/2 になるから、電磁石のはたらきも 1/2 になり、針の振れも 1/2 に

なる。そこで、目盛り板の数値は 2倍の 100mAとすればよい。 

 

２  

問 1 (1) Aは、ジュースの中の氷が水に変化しており、一つの物質が固体から液体に状態変

化（融解）を表している。 

(2) 選択肢の中で固体から液体への状態変化を表しているのは(ア)と(ウ)である。また、(イ)

と(エ)は Bと同じ現象、(オ)は Cと同じ現象を表している。 

問 2 (1) 水溶液の性質についての基本的な問題である。 

(2) 水に溶質を早く溶かすためには、溶質を細かくし、よくかきまぜればよい。また、この

問いでは溶質がミョウバンであるため、水の温度を上げる（温める）も正解である。 

問 3 教科書に出ている実験の問題である。塩酸にスチールウールを加え、完全にとかした

液 X を蒸発させると、Y（塩化鉄）を取り出すことができる。(ウ)～(オ)は、塩化鉄がスチー

ルウール（鉄）とは異なる物質であることを確かめる実験であり、鉄とは異なる性質が見ら

れる(オ)が正解である。 

問 4 (1) 鉄は塩酸にとけ、アルミニウムは塩酸と水酸化ナトリウム水溶液のどちらにもとけ

る。銅は選択肢のどの水溶液にもとけない。図 1から、液 1によって 1種類の物質だけがと

けていることが分かるので、液 1は水酸化ナトリウム水溶液で、とけたのはアルミニウムで

ある。また、液 2は塩酸で、とけたのは鉄ある。したがって、最後に取り出すことができた

物質は銅である。 

(2) 選択肢の中で、①水にとける物質は食塩、ミョウバン、砂糖であり、②水酸化ナトリウ

ム水溶液にとける物質はアルミニウムのみである。③石灰石は塩酸にとける。①～③の知識

を用い整理すると、正解(ウ)を導き出すことができる。 



 

３  

問１ 身近な池の中の「被食者と捕食者の関係」を図にする問題です。解答する矢印を４本

に絞ってあるので難易度を下げました。 

問２ 生態系における個体数のピラミッドを問うている問題です。高次消費者の個体数ほど

少なくなります。 

問３ 生物濃縮についての問題です。高次消費者に濃縮されていきます。 

問４ 消化管のつながり方について問うている問題です。教科書レベルの問題だとおもいま

す。 

問５ 生態系の出発点である生産者と問うている問題です。昨年の問題を解いているとアオ

ミドロという答えがすぐに出てくると思います。 

問６ 光合成に必要な要素を問うている問題です。副産物である酸素が正解です。 

問７ 光合成が行われる葉緑体という装置が正解です。 

問８ 教科書によく出てくるプランクトンの問題です。 

問９ 移動性や眼点がありながら、葉緑体をもつミドリムシが正解です。 

 

 

４  

問 1 小学校では、気圧の計算は学習しないが、与えられた条件を理解することができれば

解答できる。1013ヘクトパスカルは 101300パスカルで、1ｍ２あたり 100ｇすなわち 0.1kg

分の空気で 1パスカルであることから、101300パスカルは 10130kg 分の空気となる。 

問 2 問 1と同様に計算する。 

問 3 問 1と問 2の答えから類推できるかどうかをみる問題である。 

問 4 問 3と同様に、これまでの設問からすじ道立てて考えることが必要である。 

問 5 小学校では、高気圧、低気圧については学習しないが、問題と図にある数値から類推

できる。 

問 6 図から読み取ることができる。 

問 7 テレビや新聞で天気図に親しんでいれば、解答することができる。 

問 8 問７の写真から読み取ることができる。また、冬の天気予報では頻繁に耳にする言葉

でもある。 

 


